
３部 100m,200m---豊嶋琉久（教育支援協働実践開発専攻教育 AI研究プログラムM1） 

四国学院大学香川西高校（香川）出身、持ち記録は 10”46(100m),21”23(200m) 

前主将、持ち前のスタートで勝負を決める 前主将の豊嶋は大学院に進学し、競技を継続する道を選んだ。 

豊嶋に憧れる学部生は多く、今回の関東インカレでも豊嶋の走りに期待がかかる。 

 

--去年までと比較して、関東インカレに対する心持ちの変化は 

 大学院生になって、1 部昇格、1 部残留、得点などのプレッシャーがなくなりました。それでも、やはり「関東インカレ」なの

で気持ちは高まっていて、良い結果が期待できる大会になったと思います。また、選手として出場するから自分の記録や結

果を大事にするのはもちろん、学部生が良い結果を残せるように、サポートの側にも回りたいと思っています。 

--冬期で一貫してきたことは 

 年明けまでは卒論にコミットしていたので、2 週に 1 回走り込みをする程度でした。そのため、シーズンで最低限戦ってい

けるだけの土台を作ることを意識して練習しました。 

--関東インカレでの目標は 

 全部優勝です。 

--注目してほしいところは 

 前半 50m で勝負を決めます。調子が良いときは、自分より速い選手たちの中でも頭一つ抜ける感覚があるので、スター

トや前半部分がストロングポイントだと思っています。 

--最後に一言 

 関東インカレ 5年目のロートルでも心はフレッシュマンです。応援よろしくお願いします。 


